
― 11 ―

愛知教育大学教育創造開発機構紀要　vol. 5　pp．11 ～ 18，March，2015

Ⅰ．研究目的と経緯

　本研究では、5歳児における子ども間の相互行為の
特徴を明らかにするために、遊び場面における仲間作
りの方略に着目する。特に、身体による模倣を相互行
為を見る核に据えて、幼児間の双方向的行為を身体的
な相互行為注１として捉える。
　はじめに、本稿に至ったこれまでの研究の経緯を述
べる。先行する研究１）2）では、幼児間の相互行為を捉
える視点として、身体による相互模倣、特に模倣され
た子どもに着目し、そこから広がる相互行為における
3歳児と4歳児の発達的特徴を考察した。模倣された子
ども注2）に着目したのは、第1に、模倣された子ども自
体が、相互行為を捉えるための可視的な存在として捉
えやすく、また模倣された現象が発現した時点で、相
互行為の成立が認められるからである。第2に、模倣さ
れたという受動性に定位して幼児の相互行為を捉えた
研究は少なく、これまで相互行為の構図のなかにうま
く組み込まれなかったことがうかがえ、それを検討す
る意義が認められたからである。第3に、先行研究１）2）

で検証を繰り返し生成された「模倣された子どもにも
たらされる身体による模倣の機能」（表１）として分類
された構成概念を一つの水準とし、各年齢での分類と
分析を行うことで、相互行為内で生じている連鎖が論
じられると考えたためである。
　次いで先行研究で得られた知見のなかで、本稿の目
的に繋がる点に焦点化して、3歳児と4歳児における仲
間間の相互行為の特徴を以下に述べる。
　3歳から4歳にかけて、模倣されたことから広がる相
互行為は、4歳になっても消失はしないが減少するこ
とが認められた。事例の解釈と考察からは、模倣され
た子どもにとって、他者という存在をもうひとりの主
体として感じるという受動性が、3歳児だけでなく4歳
児の相互行為においても重要な要因として存続してい
ることが示唆された。相互模倣は言語的コミュニケー
ションの確立に伴い相対的に減少し、4歳頃で消失す
るという従来の見解3）に対して、近年の研究4）5）では、
減少するものの、一部は人と人のコミュニケーション
を支える機能として、幼児期後半、それ以降でも残存
することが示されている。本先行研究においても、そ
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れを裏付ける結果が得られた。
　そのなかで、3歳児と4歳児の最も特徴的な発達的変
化は以下の2点であった。
　１点目は、模倣された子どもすなわち受け手側の意
識の違いである。3歳では、模倣されたことによって
他者とかかわることの端緒を得て、同じ発話や同じ行
為をしながら同調や同期を繰り返すこと自体を楽しむ
ことが多い。4歳になると、意識的に自分を模倣する
ことを他者に促し、他者を誘うために模倣を仕掛ける
方略を相互行為の起点とする様子が顕著に見られた。
　2点目に、模倣された受動性により、自己の行為の
イメージに気づき意味付ける力が、3歳から4歳への発
達に伴って高度化する。それによって、かかわる子ど
もの人数の多寡を含めて、相互行為の質が複雑に絡み
合って変化する。3歳児では、模倣された受動性によ
り、やりたいこととやりたくないことという感情を、
欲求として両方向に端的に表す要因が、相互行為の展
開に影響を与える。それに対して4歳児では、自分の
やりたいという欲求は、自身である程度自覚し意欲と
して行為に現す一方で、やりたくないという欲求との
調整が不十分なため、それが相互行為に不安定さを与
える。4歳という年齢が、3歳以前と5〜6歳の過渡期と
して、自他関係の移行的な状態にあるからではないか
と考えられた。
　一方、4歳児には、3歳児と同じ質の相互行為も発現
した。それは、個人の発達上の課題の影響なのか、あ
るいは相互行為内で偶発的に生じた現象なのか、いず
れの可能性も否定できなかった。しかし少なくとも、3
歳で見られた特徴のすべてが4歳で消失し、他のもの
に置き換わるわけではなく、3歳の特徴が4歳に残存す
る実態は捉えられた。では、どの部分が消失し、どの
部分が残存したり変容したりするのかは、5歳児への
継続的な観察の必要性として課題となった。
　そこで本稿において、以下の2つの視点から、5歳児
における子ども間の相互行為の特徴を検討することと
した。第１に、模倣されたことから広がる子ども間の
相互行為を3歳、4歳の特徴の比較をもとに考察する。
次いで第2に、5歳児特有の特徴は何か、どのような方
略を用いて仲間間の相互行為を成立させているのかに
着目して検討することとした。

Ⅱ．研究方法

1．観察対象・期間・方法
　愛知県T幼稚園5歳児１クラス（30名）を対象に、朝
9時前後の登園後90分程度の自由遊びから学級活動、
給食前後までの約2時間30分、もしくは給食以降の自
由遊びから降園前の学級活動までの約2時間を参与観
察者という立場で観察した注4）。当該園は各年齢5クラ
ス全園15クラスで構成され、全クラスに担任教諭１名

と補助教諭1名が配属されている。観察期間・時間は、
2013年4月〜7月の12日約28時間、2014年4月〜7月、
7日約14時間であった。

2．事例収集と事例解釈の方針
　自由に遊ぶ場面において、「模倣された子ども」を焦
点として観察した。その場面を含めた前後の経過を詳
細に記述するために、筆記記録と、園に了承を得たう
えでVTR撮影を行った。撮影された映像を逐語的に
文字化し事例として収集した。
　その後、相互行為内で生じている連鎖のあり方を論
じるために、先行研究で生成された「模倣された子ど
もにもたらされる身体による模倣の機能」（表１）とし
て5つに分類された構成概念を用いて事例を分類した。
各事例における機能の読み取りと判定は、観察時と事
例記述時さらに全事例抽出後に筆者が行った。事例記
述後に担任教諭・補助教諭と事例内容の確認と合わせ
て機能の判定を合議する場合もあった。

Ⅲ．事例の分析と考察

1．「模倣された子どもにもたらされる身体による模倣
の機能」から広がる相互行為として収集された事例
の年齢別発現数の比較

　表1に「模倣された子どもにもたらされる身体によ
る模倣の機能」別、年齢別発現数を示した。なお、5
歳児は、2013年4月〜7月、12日（約28時間）の事例
のみを対象とした。
　5歳児では11事例（A4用紙約7枚）が収集された。
先行研究における3歳児では32事例（文字化した事例
A4用紙（1200字）17枚）、4歳児では20事例（A4用紙
約14枚）であった。各年齢においてほぼ同等な観察時
間は確保されたが、収集された事例数は、3歳児に比べ
て4歳児、さらに今回の5歳児では明らかに減少した。
5歳児では、模倣する側も模倣される側も、自分の行
為を止めて他者を見るという場面が少なく、自分も何
かを行いながら他者の様子を見る場面が多かった。
　「機能ⅰ:他者とかかわることの端緒が得られる」機
能については、3歳児のように、同期や同調そのものを
楽しむような比較的無自覚なやりとりが消失した。ま
た4歳児のように、他者を誘うために意識して、身体
による行為によって他者が自分を模倣することを仕掛
けるという方略を、他者とかかわることの端緒とする
様子も見られなかった。「ⅲ:自己の行為のイメージに
気づき他者とのかかわりが広がる」機能については、
先行研究において4歳児で収集された2事例が、3歳児
と同質同傾向の事例と読み取れていた。具体的には、
模倣されたことによって、自分の行為が意味付けられ
たように感じて、一緒にすること自体を楽しむ様子で
あった。それは、模倣された子どもよりも、模倣する側
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の意味付ける力に依存した相互行為の成立であった。
今回の観察の5歳児では、模倣された側の機能として
は析出されなかったことから、4歳の時点で発現しに
くくなる機能として捉えることが妥当と考えられた。

2．5歳児における模倣された子どもから広がる相互行
為の特徴
　本節では、模倣された子どもから広がる相互行為の
特徴について、各機能に分類された事例の解釈をもと
に考察する。事例は、収集時には詳細な記述を重ねる
ように努めたが、本稿では、紙幅の都合上、模倣され
た子どもの様子とその後の相互行為の部分に絞り、要
約として記載した（表2）。模倣された子どもに下線、
各機能の現れとして読み取れた行為に波線、その後の
相互行為（模倣された子どもと模倣した子どもの変化）
に囲み枠を記した。子どもの名前は仮名とした。

（１）自己欲求を整理し自己表現の動機とする
　以下の【事例1（表2：事例N04）】は、「機能ⅱ:他
者の行為に気づき他者のイメージを認めて新たな行為
が生まれる」と「機能ⅳ:自己の行為のイメージに気づ
き行為が自覚的になる」の2機能が読み取れた事例で
ある。この組み合わせが、5事例見られた。

【事例１（表2：NO 4）】「ここは怪獣の国だ」
2013.5.30.10:20-10:28　保育室

　男児7名が保育室で遊ぶ。①ケンジが段ボールで作った赤
い車を持って、ブルブルと言いながら大型積木の周囲を歩
く。②タカシも、段ボールで作った緑の車で遊ぶ。③2人の
周囲を他児が思い思いに遊ぶ。④ツトムが保育室に入ってき
て、2人の様子をじっと見る。⑤タカシが緑の車を置いたす
きに、ツトムがそれを持ち上げる。⑥ケンジが車をひっくり
返して逆さまにして、車の窓部分に手を入れて鳥の羽のよう
に揺らして歩き始める。⑦ツトムがそれを見て、段ボールを
逆さまにして、ケンジの振り方と同じように振って歩く。⑧
ケンジは（機能ⅳ）「ガオー」と言いながら足を踏みならし
て歩く。⑨2人の周囲に他児らが寄ってきて「ヒューヒュー」
と言いながら、2人にゴムボールを投げつけたり、抱きかか
えようとしたりする。⑩ケンジとツトムは（機能ⅱ）つか
ず離れずの状態で、どちらともなく同じ動きを繰り返す。⑪
他児らもそれぞれ怪獣のようになって2人に動きや声を発す
る。⑫ツトムは羽で攻撃する。⑬（機能ⅱ）ボールをぶつけ
る相手に対して、そのボールを拾い積木の上から転がし床に
転がるようにして応える。⑭ケンジがその大型積木に食料を
置き、食べてエネルギー補給をするかのようなふりをする。
⑮ツトムと味方であるかのように、ツトムの羽と抱き合うよ
うにし、他児らに襲いかかるようにする。⑯他児は、2人に
向かっていくようにして絡みながら遊び続ける。
　⑰保育者が片付けを促すと、他児らはそれぞれ片付けをし
て、手洗い場に行く。⑱2人は、その間も羽を揺らして保育
室を歩き続けるが、ツトムが保育室から出て行く周囲の様子
を見て、動きを止め、「いかん、おれたちは遅れとる！よし、
片付けだ！トイレにいくぞ！」と言い、ケンジを誘うように
急いで段ボールを片付ける。⑲ケンジもツトムの様子を見て
「よし、いかん、おれたち遅れとる！」と同じ口調で言い、片
付け始める。

　ツトムやその他複数の他者に模倣された（④⑤⑦）
ケンジが、他者の模倣行為を受け入れ、自己の行為で

表１　模倣された子どもにもたらされる身体による模倣の機能別、年齢別に分類された事例数と割合

事例数（％）

模倣された子どもにもたらされる身
体による模倣の機能　（模倣された
子どもは、模倣されたことによって）

事例の解釈から導かれた機能の定義 3歳児
32事例

4歳児
20事例

5歳児
11事例

機能ⅰ 他者とかかわることの端
緒が得られる

模倣されたことによって、他者への親近感が生まれ、
他者とかかわることを心地よいと感じる。それによっ
て、模倣された子どもは安心して他者とかかわる。

9（20.5） 5（20.0） 1（ 5.6）

機能ⅱ
他者の行為に気づき他者
のイメージを認めて新た
な行為が生まれる

自分を模倣した他者の行為によって他者の存在に気づ
き緊張が緩和される。それによって、他者のイメージ
が認められ他者との一体感を持ち、新たな行為が発現
する。

14（31.8） 5（20.0） 7（38.9）

機能ⅲ
自己の行為のイメージに
気づき他者とのかかわり
が広がる

模倣されたことによって自己の行為の意味やイメージ
に気づき、他者と一緒に共にあることの喜びを膨らま
せる。それによって、他者との自然なかかわりが誘発
される。

4（ 9.1） 2（ 8.0） 1（ 5.5）

機能ⅳ
自己の行為のイメージに
気づき行為が自覚的にな
る

模倣された他者の身体の動きや行為のなかに、自己の
行為のイメージをみつけ、自己の行為が自覚化され
る。それによって自己表現が喚起される。

8（18.1） 7（28.0） 8（44.4）

機能ⅴ
自己が肯定され他者に対
しての直接的な行為が生
まれる

模倣されたことによって他者とかかわる自分を楽し
み、喜びに似た快感情を湧かせる。それが他者受容や
自己肯定感をもたらし、他者を励ます、世話する、ほ
める、教える、競争するなどの行為が発現する。

9（20.5） 6（24.0） 1（ 5.6）

発　現　総　数 44＊ 25＊ 18＊

＊�１事例中に2機能以上が発現することが認められた事例が、3歳児では全32事例中9事例（2機能：6事例、3機能：1事例、4機能：
2事例）、4歳児では全20事例中5事例（2機能：5事例）、5歳児では全11例中5事例（2機能：7事例））あったため、全事例数と発
現総数が一致していない。
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応答し始める（⑥）。それによって、他者とのかかわり
が誘発される（⑦）。そのかかわりのなかで、ケンジ
は、自己の行為の意味やイメージに気づき、ケンジな
りのアイディアが生まれている（⑧）。模倣されたこと
によって、他者を認識し他者にかかわり、自己を意識

するという2つの機能が入り混じって、最終的に、創
造的な自己表現が生まれている。創造力とは、他者に
潜んでいるアイディアであり、他者性を獲得する過程
で創造性が生まれる6）とされ、その実相と捉えられる。
3歳児、4歳児においても、自己表現が個人に突然生ま

表2　5歳児に見られた模倣された子どもから広がる相互行為の事例

NO
事 例 名

日 時
事 例 の 概 要

読み取れた機能

機
能
ⅰ

機
能
ⅱ

機
能
ⅲ

機
能
ⅳ

機
能
ⅴ

1
ガシャガシャを自
分で表す
4.25/9:33-9:40

ユミが、折り紙の三角を大型ブロックのてっぺんに向けて、ガシャガシャと調子をつけて叩く。
男児4名が、模倣しながらも各々が何かを加えたり組み替えたりしながら加わる。ユミは（機能
ⅱ）その様子を注意深く見ながらも、それには合わせず、（機能ⅳ）その後は、ガシャガシャと
いう言葉のリズムを変化させて、合わせるように大型ブロックの角に折り紙を載せて、その形
を見て遊ぶ。

◯ ◯

2
まねするの、やめて
ほしいんだけど‥
5.16/9:30−9:40

トウヤは、ソウゴのすること（走る、止まる、寄りかかるなど）を逐一模倣する。ソウゴは、ト
ウヤが模倣すると、すぐにその場所を移動するが、トウヤは、そのこと自体も模倣してソウゴ
についてまわる。ソウゴは（機能ⅱ）模倣されることを半分受け入れながらも半分拒むように
しながら続けるが、徐々にトウヤがついてこられないように早く走ったり、他の子どもに話し
かけたりする。トウヤはソウゴの模倣をすることを諦める。

◯

3
おはようございま
すの儀式
5.30/9:40−9:44

ツトムが「おはようございます」と言いながら、図書館の入り口に立って足を踏みならす。後
ろから来た2人の男児が同じ節で言いながら足を踏み鳴らす。ツトムが、（機能ⅳ）そのリズム
のまま、いっそう大きな動きの足踏みしながら図書館に入る。「よし、借りるぞ」と足踏みをす
る。様々な節やリズムとそれに合わせた足踏みが生まれる。

◯ ◯

4 ここは怪獣の国だ
5.30/10:20-10:28 【事例１】として本文中に記載 ◯ ◯

5
手遊びいろいろ
（リコ）
5.30/10:42-10:46

リコと向き合う位置にユキとサチが座り、リコが次々に繰り出す手遊びを模倣し一緒に行う。リ
コは（機能ⅱ）両手をクミに差し出しユキの手を握って微笑む。リコは（機能ⅳ）最初の手遊び
を早口で始める。じっと見ていたミコが一緒に始め、その手遊びをゆっくり一動作ずつ確認す
るように行う。ユキとサチがそれを模倣すると、ミコは（機能ⅱ）「やると思った」と言う。そ
の後、突然、ミコが（機能ⅳ）両腕を激しく揺らし、リコがそれを模倣する。（機能ⅳ）ミコと
リコは2人揃ってどんどん激しく揺らす。向かいのユキとサチも一緒に揺らす。首も振りながら
皆で「わっわっ」と言いながら続けた後、4人でいっせいに笑い、机に上半身を伏せる。それを
何度も繰り返す。

◯ ◯

6
やると思った
（ミコ）
5.30/10:42-10:46

◯ ◯

7 全部折るからね
6.6/9:35-9:44

ハナが折り紙を折る。ミクが上から覗き込み同じものを折り始める。ハナが気づく。ミクがハ
ナの左隣に座る。ハナは（機能ⅴ）ミクに、折る手元が見やすいように自分が少し下がって折
り進めるながら、「大丈夫、全部作るから」と言う。その後、一緒に折り続ける。

◯ ◯

8
ボウルを冠るとど
うなるの
6.6/9:20−9:30

ケンジが、透明なボウルを冠ってお玉を持って遊ぶ。保育室の真ん中に座り込んでボウルを置
き、お玉と左手で交互にそれを叩く。コウタが来て、同じリズムでケンジの頭を叩く。ユリが
正面に座って、お玉を受け取って同じリズムでボウルを叩く。他児4人が寄ってきて、ケンジに
（機能ⅱ）様々な行為を仕掛け、個々が応答する。ケンジは（機能ⅳ）近くにあった鍋を拾いボ
ウルの上に重ねて頭に冠ったり、落ちないよう静かに歩いたり、他児らと向かい合ってボクシ
ングの仕草を始めたりと、次々にアイディアを出して他の子どもたちの仕掛けに応じるように
して遊び続ける。

◯ ◯

9

同じことする、同じ
こと言う、繰り返し
は楽しい
6.10/12:11-12:14

リコが、左隣のケンジを見て、皿のなかのものを食べるようなふりをする。ケンジが模倣する。
再度、リコが上を向いて口を大きく開けて「あーんごくごく」と言いながら飲むふりをする。ケ
ンジがまねてリコと一緒に同じことを言い同じように飲むふりをする。リコが次々に繰り出す
動作や口調をケンジが模倣する。途中からサキが加わると、リコは（機能ⅳ）「あれやってさー」
と歌いながら体を傾けたり揺らしたりしながら大きな動作で新しい仕草を繰り出す。

◯

10 にんじんになる
6.25/14:00-14:25

にんじんになる身体表現活動。リキオが「こうだよ」とまっすぐに立って尖る。横にいたタカ
シ、マサオ、それを見て一緒の動作をする。（機能ⅳ）リキオはいっそうまっすぐに手を伸ばす。
リキオはいろいろなアイディア（肘を曲げて葉っぱを表現する）を繰り出す。

◯

11 床をすべろうよ
7.4/14:40-14-44

床の水拭き雑巾がけ。テルオが水拭きした後の水の残った床に沿って走ってきて滑り、床に手を
つく動きを、周囲を見ながら繰り返す。見ていたソウタは、その横に並んで小走りで模倣しよ
うとする。テルオ（機能ⅱ）が合わせるようにしてゆっくり滑る。ソウタは保育室の隅に走り、
その位置から水拭きした後の床の上を走るが、テルオのようにうまくいかず、保育室をただ走
り回り始める。（機能ⅱ）テルオは、それを見て足を止め、つまらなさそうに保育室から出てい
く。

◯
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れる様子が見られた。また、4歳児の特徴として自分
のやりたいという欲求とやりたくないという欲求を調
整できないために、他者との相互行為に不安定さを与
える様子が見られた。それに対して5歳児では、他者
が介入し、自分のしたいことを妨げられるような状況
（⑨）が生まれても、（ケンジとツトムは）それぞれの
やりたいこと（欲求）を、周囲の状況にあわせて整理
し、何かを創り出す動機にして自分なりの表現を生み
出している（⑩）。それによって、自分なりの表現も
発展し（⑫⑬⑭）、さらには他者との連鎖（⑪⑫⑮⑯）
も生まれている。

（２）ナラティブ的思考と論理的思考が共存する
　【事例１】で、さらに注目したいのは、保育者が片付
けを促し、他児らが片付けをして手洗い場に行ってし
まった場面（⑰〜）である。ツトムとケンジは、その間
も、段ボールの羽を揺らして保育室を歩いたが、突如
ツトムが周囲を見て「いかん、おれたちは遅れとる！
よし、片付けだ！トイレにいくぞ！」と、まるで台詞
のような言い回しで言い切り、ケンジもそれに応え、2
人で鳥型の恐竜に見立てた段ボールを、恐竜になった
まま片付け始めた様子だった（⑱⑲）。それまでの相互
模倣によるかかわりのなかでの自己表現は、恐竜とい
うファンタジーの世界を創り出す営みに通じていたよ
うだ。加藤7）は、子どもの思考は、論理的思考とナラ
ティブ的（物語）思考8）との二面性を持ちながら形成
されるとし、幼児期後期には、ファンタジー遊びの中
で、ナラティブ的思考を基礎にした虚構的知性が育つ
と指摘する。この知性は、論理的な思考や認識様式と
は異なるものの、幼児期後期の知的世界として意味を
持つとされるように、本事例からは、相互模倣を通し
て、ファンタジー遊びを現実に移行させ、虚構世界で
現実の問題をも解決しようする姿が見られた。
　また、本事例のような怪獣ごっこは、想像的探検遊
び9）の一種と捉えられる。想像的探検遊びとは、物語
世界を軸に架空の対象や出来事について想像を膨らま
せ、それを仲間と共有し、集団的な情動の高まりに浸
りながら、身体全体で探索、探求を繰り返す性質を持
つとされる。ツトムとケンジは、片付けに遅れたとい
う極めて現実的な危機を和らげるように、片付けに遅
れたこと自体を危機的状況という遊びの場面として設
定し、自ら設定した状況を楽しむために恐竜のまま片
付けを実行している。それは、彼らがその遊びをリー
ドしていた怪獣の役としての立場から、役に感情を移
入しつつも、そこに溶解せずに、その役の意義を併存
させるメカニズム10）に沿った行為とも考えられる。ま
た、遊びのなかでの子どもは、自分自身でもあり他人
でもあるという状況をつくることができる。また、子
どもは自分自身の行為を制御するのに苦労するが、そ
の行為が他の人間の行為という形態で与えられている
ならば、彼らはそれを容易に制御することができると

される11）。このように、ツトムとケンジが、遊びを中
断して片付けに移れたのは、”模倣する-模倣される状
況”から生まれる”自己でありながら他者にもなれる
場”の力に基づいていると説明できる。
　以上、身体的行為によって相互に模倣し合うことに
よって生まれた「他者の行為に気づき他者のイメージ
を認めて新たな行為が生まれる機能」や、「自己の行為
のイメージに気づき、行為が自覚的になる機能」が、
ナラティブ的思考と論理的思考を共存させ、相互行為
を多層化させる役割を担っていることが示された。
（３）自己の意図をもち相互行為の見通しをもつ
　【表2：事例NO 2（まねするの、やめてほしいんだ
けど…）】【表2：事例NO 11（床をすべろうよ）】は、
「機能ⅱ:他者の行為に気づき他者のイメージを認めて
新たな行為が生まれる」として分類された。「新たな行
為」として、模倣した相手が、自分（模倣された子ど
も）を模倣しなくなったとわかった時に、自分の行為
をやめた事例である。
　先行研究による3歳児では、反射的に無条件に模倣
されることで、模倣される側にとって自己への強い気
づきの意識が生まれていた。それが他者に対しての不
快で不愉快な感情を湧かせ、他者のイメージを認めら
れず、他者を妨害するという「新たな行為」を生み出
し、結果的に身体による相互行為を途切れさせてい
た。4歳児ではやや複雑で、例えば模倣された子ども
は、自分のイメージやアイディアを貫こうとする。そ
のため模倣されることを明確に拒まないまでも、自分
の主導権の維持を意識しながら他者との相互行為を継
続させる。結果として、そのイメージに添える子ども
だけが残り、相互行為における仲間のサイズが頻繁に
変化し、最終的には小さくなり、途切れるという特徴
が捉えられた。
　この発達的変化を踏まえると、【事例NO 2】のトウ
ヤの模倣の仕方は、3歳児に見られる反射的な模倣と
同質と見なされる。具体的には、ソウゴが走れば走る、
ソウゴが靴箱に身体を斜めにして寄りかかれば寄りか
かるといった行為である。したがって、この相互行為
を途切れさせる要因は、模倣されたソウゴ側のトウヤ
の行為に対する戸惑いにあったと読み取れる。
　一方、もうひとつの事例【表2：事例NO. 11（床をす
べろうよ）】における模倣されたテルオは、ソウタに模
倣してもらえなくなったから自分の行為を止めたとい
う単純な様相とは少々異なっていた。テルオは、水拭
き後の水の残った床を滑ることを誰かと一緒に楽しみ
たくて、周囲を見ながら動き始めた。ソウタに対して
は、自分がゆっくり滑り、ソウタができそうなことを
繰り返した。自分の動き自体を模倣してほしいのでは
なく、一緒に遊べる場を作りたかったと読み取れた。
それに対して、ソウタはテルオの誘う行為を全く感じ
取れずに去ったため、相互行為は早々に途絶えた。
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　以上2事例からは、相互行為を途切れさせる要因が、
相対する子どもの力の差に由来すると考えられた。で
は、5歳児の力とは何か。
　「機能ⅳ:自己の行為のイメージに気づき行為が自覚
的になる」機能として読み取れた【表2：事例NO 3（お
はようございますの儀式）】【表2：事例NO 9（同じこ
とする、同じこと言う、繰り返しは楽しい）】【表2：
事例N10（にんじんになる）】の3事例では、模倣され
た子どもは、他者に何かを伝えたいという動機をもと
に、一緒に楽しむことを誘うという意図を持って動き
を発している。さらに他者との相互行為のなかで、結
果的に同じような動きが生まれたとしても、お互いに
思わず模倣してしまうという状況が減り、状況を読み
取って、同じ場を作り出して遊ぶことができるように
なっている。また「機能ⅴ：自己が肯定され他者に対
しての直接的な行為が生まれる」の【表2：事例NO 7
（全部折るからね）】の場合でも、ハナは、ミクに模倣
される以前に、ミクに見られただけで、ミクの思いを
察し、その後のかかわりの見通しをもち、折り紙を折
る自分の手元を相手に見やすくしている。「（折り方を
一つずつ）教えてあげる」ではなく「（私が）全部作る
からね、（私の折り方を見てればいいよ。一緒に最後ま
でやろうね）」というハナの言い方から、それらを読み
取ることができた。
　このような5歳児の相互行為にかかわる子どもの姿
に比べて、明らかにトウヤやソウタのそれは、5歳とし
ては幼い応答であった。模倣された子どもすなわち受
け手側の意識の違いとして、4歳において、模倣される
側が模倣しそうなことを仕掛ける特徴を顕著に示して
いた。これに対し5歳では、他者に自分を模倣させる
ことが目的でなく、その後の場や時間を共有すること
を促す行為としてのきっかけをつくり出す力を持てる
ようになっている。このことは、相互行為が途切れる
2事例（N02、N011）から、5歳児の特徴として逆説的
にも示された。清水12）は、身体的な存在者の表現を、
同じく身体的な存在者である他者が受け止めることを
「承認」とし、表現と承認のやりとりが「理解」を形成
するとした。こうした行動の相互作用によって、それ
ぞれの行為に自己意識や自覚が生じるとしている。こ
のことを踏まえれば、自己の意図をもち相互行為の見
通しを立てる力が、5歳児の相互行為を支えていると
言える。しかしながら一方で、5歳児においても他者
との意識のズレを受容する力は充分に備わっていない
ことも示唆された。

3．5歳児において仲間間の相互行為を成立させる方略
は何か
　本節では、5歳児において減少した相互模倣に替
わって相互行為を成立させる方略があるとすれば、そ
れは何かを考えてみたい。観察時、同型もしくは類似

した動きの発現は認められるものの、眼前に広がる子
どもたちのこの相互行為は、模倣行為に端を発したと
言えるのだろうか、と解釈に戸惑った事例が17事例収
集された。そのような解釈に至った要因が2種類考え
られた。主たる事例の概要（位置関係の図示によって
内容を補う）を提示し考察をする。
（１）�全体をイメージしながら他者の行為の部分を切り

取って自分の行為に取り入れる（8事例）
　１つ目は、模倣された子どもの様子を見れば、機能
のいずれかを読み取ることが可能と考えられたが、そ
れ以前の「模倣したとされる子ども」の行為が、そも
そも模倣なのかという疑念が生まれた事例である。

【事例2】「大型積み木とボールと男児たち」
2013.6.6. 9:42-9:50　保育室

　大型積み木で遊ぶ男児4
名。①ツヨシは大型積み木
で傾斜面を作った後、それに
続けて薄い板を載せて橋を
作り、最後にタケシと傾斜
面を作る。②タケシがゴム
ボールを持ってきて、自転し
てハンマー投げのように投
げ、ツヨシが積んだ積み木に
当てる。③ヒロシが、そのゴ

スズカ 

タケシ 
ツヨシ 

（大型積み木） 

ヒロシ トオル 

（保育室） ゴムボール 

ムボールを拾い、自転して止まった後、積み木の上からボー
ルを傾斜面に転がす。④トオルがそのゴムボールを拾ってき
て、別の傾斜面から転がす。⑤ツヨシは、それを拾って自分
が作った平らな面に持っていき、ゴムボールを強く落として
弾ませる。ボールは勢いよく床に転がる。⑥トオルが「危な
いじゃないかよ。なんで、こうするんだよ、投げるなよ」と
言い、その平らな面の部分にゆっくりゴムボールを転がし、
続けてゴムボールを持って自分が橋の上に立ち、その後飛び
降りる。⑦タケシが一番高い積み木の上にボールを置き、ゴ
ムボールを転がさずに手で持って傾斜面をグネグネと蛇行
させながら動かす。⑧ツヨシが、ゴムボールを持たずに傾斜
面に手のひらを置くようにして、手首をグネグネ曲げながら
下まで動かす。⑨タケシが傾斜面の下から手首をグネグネさ
せてツヨシの手とすれ違うように動かす。（後略）

　この事例は、大型積み木を組み立て、ゴムボールを
持ち込んで遊ぶ男児同士のやりとりである。ツヨシと
タケシが積み木を組み立てる（①）、タケシがハンマー
投げのように投げる（②）、トオルの斜面を使ったボー
ルころがしや積み木に載る行為（⑥）、タケシがボール
になる行為（⑦）。各々の子どもが少しずつ他者と同じ
ことをする。換言すれば、他者のすることの一部分を
自分の行為に取り入れて変化させて連続させたり（④
⑧）、別のことに転じさせたり（⑦）して遊ぶ様子が読
み取れる。その際の子ども間の、他者に投げかけたり
他者から受けたりする関係も入り組んでおり、投げか
けることと受けることなどを、一人が何役もこなして
いる。幼児期の会話形態の発達的特徴として、5歳以
上になると三者間会話からさらに集団的会話が可能に
なるとされている13）。言葉をほとんど伴わない本事例
のような身体的な相互行為の特徴も、この発達的変化
の知見に重なるものがある。
　このことを踏まえると、本事例が、模倣行為に端を
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発した相互行為と捉えにくい要因として、まず模倣し
た側の子どもたちの行為が、相互行為の全体像をある
程度イメージし、意図的に他者の行為の部分を切り取
り、自分の行為にはめ込む様子として読み取れたため
であった。また自分の行為の部分を切り取られた側の
子どもも、やりたいことが、ある程度共有されてい
るために、模倣されたという意識が強く生まれていな
い。結果として、双方ともに他者の動きとの類似性、
同調性を条件とする模倣の力を借りなくても、相互行
為を成立させている。
　以上、全体をイメージして他者の行為の部分を切り
取り自分の行為に取り入れる行為によって、相互行為
を成立させられることが、5歳児の特徴として認めら
れた。5歳児において、模倣されたことから広がる相
互行為が減少した要因のひとつであろう。

（２）�自分を客観的に捉えて、場の状況を語って仕掛け
る（9事例）

【事例3】「あ〜、楽しそう」
2013.5.16. 9:49-9:54　保育室

　女児5名で大型段ボール
を3つ繋げトンネルにして、
一列になって順番にくぐり
始める。①ケントが保育室
に入ってきて、女児らの様
子をしばらく見る。段ボー
ルをくぐる女児らの動きの
リズムに合わせるようにし
た歩調で段ボールのトンネ
ルの入り口付近まで近寄り

（保育室） 

ケント 

タエ 

ルミ 
ミカ 

段ボール 
リカ 

立ち止まり、「あ〜、楽しそう」と大きな声で語るように言う。
②ルミが「入れてでしょ！寝転べ！」と大きな声で言う。ミ
カ「寝転んでよ！」タエ「そうしたら、みんな入れないじゃ
ん」。ケントはトンネルの入り口付近にさらに近づき、女児
らに③「あ〜、楽しそう〜」と語るように言う。トンネルの
中には入らないで立ったまましばらく見続ける。入り口近く
に来たリカが「ここからだよ〜、寝てくださ〜い！」と同じ
ような口調で言うのを聞いて、ケントは素早く腹這いになっ
てトンネルに入る。（後略）

【事例4】「ここ空いてますよー」
2013.5.16. 9:32-9:37　保育室

　男児4名、女児4名が
大型段ボールで遊ぶ。
それぞれが別々の段
ボールのなかに身を縮
ませて潜り込む。①ひ
とつの段ボールに男児2
人で並んで身を寄せる
ようにして入って声を
たてて笑う様子を見た
シュンタは、周囲で

（保育室） 

ユウタ 

段ボール 

ヨシキ 

立って眺めている他児らに向かって、②誰にとはなく「ここ
空いてますよー」と言う。ヨシキが寄ってきて覗き込むと、
シュンタ「ここ、空いてますよー、電車、出発しまーす」と
高い声で声色を使って言う。ヨシキが、シュンタの頭の方か
ら段ボールに笑顔で入り込み、他児と同じようにする。（後
略）

　事例3に注目したのは、ケントが「あ〜、楽しそう」
という、状況を解説するような言い方で遊びに加わろ
うとしたことである（①）。ルミが「入れてでしょ！」
と応答しているが（②）、ケントは引き続き（③）「あ〜、
楽しそう〜」と言う。「楽しそうだから入れて」では
ない。動きを発する前に、自分の位置を第三者的にし
て、眼前の状況を語っている。
　事例4では、シュンタは、ひとつの段ボールに2人で
並んで入って（①）遊びたいから、だれかに自分のと
なりに入ってほしいという気持ちを、そのまま言葉に
せず、「ここ空いてますよー」（②）といった第三者的
な言い方、さらには「ここ、空いてますよー、電車、
出発しまーす」（③）という場の状況を語る言い方で他
者の動きを誘っている。それは、自らで遊びの状況を
作り出そうとするかのようであった。
　この2事例からは、遊びの冒頭、身体的な行為を起
こす前に、状況を読み自己のなかで何らかの対話をし
た後、自己を提示する、状況を語る、あるいはその両
者を宣言する様子が読み取れた。この時期の子どもは
「これは○○だよ」などと意味付けしてから遊びを展開
するという特徴を持つ。身体的な相互行為でのこのよ
うな冒頭での語りは、約束やルールの確認としての意
味付けの意義とはやや異なり、自らの直接経験と切り
離して自らの身体を外在させ客観視する13）ための叙述
的な発話と捉えられた。
　このように、模倣という行為に入れ替わるように、
叙述的な発話によって相互行為への参入や勧誘を仕掛
ける方略を使う様子が、5歳児の特徴として認められ
た。自分を客観的に捉えて、場の状況を語って仕掛け
る姿である。客観的自己意識と言語の獲得が、自他理
解に大きな転換をもたらすことは、実験的な研究15）か
ら明らかにされている。本稿の観察からは、遊びとい
う自由度の高い時間と空間のなかでも、相互行為を展
開させるために、一つの方略として、この力を応用し
ていることが示唆された。

Ⅳ．総 括

　本稿では、5歳児における子ども間の相互行為の特
徴を、3歳児、4歳児との比較をもとに検討した。
　模倣されたことから広がる身体の相互行為は、4歳
になっても消失はしないが3歳に比べて減少すること
が認められていたが、本稿により、5歳ではさらに減
少することが示された。
　そのなかでも、5歳児における模倣されたことから
広がる身体の相互行為には以下の3つの特徴が見られ
た。（1）自己欲求を整理し自己表現の動機とする、（2）
ナラティブ的思考と論理的思考が共存する、（3）自己
の意図をもち相互行為の見通しをもつ。幼児期後期
に、イメージ表現の中核を担う動作に言葉が加わって
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も、言葉が動作に置き換わるわけでない16）17）とされる
ように、減少したとは言え、模倣されたという受動性
が、相互行為に果たす役割は決して小さくはないこと
が確認された。
　次いで、減少した相互模倣に替わって相互行為を支
える方略という視点に考察を転じた結果、（1）全体を
イメージしながら他者の行為の部分を切り取って自分
の行為に取り入れる、（2）自分を客観的に捉えて場の
状況を語って仕掛けるという2つの行為が、模倣行為
にもたらされる機能に入れ替わるようにして、5歳児
の仲間づくりの方略として相互行為に現れることが認
められた。
　しかしながら、模倣と模倣でない行為の境界線はそ
れほど明確ではなかった。例えば「ナラティブ的思考
と論理的思考を共存させる」ことと、「自分を客観的
に捉えて場の状況を語って仕掛ける」ことは、いずれ
も自己や他者の多面性を認識して、その場の関係性を
視野に入れ、自己の行為を客観化する力を礎としてい
る。他者とかかわることで、他者を通した自己理解を
進めるプロセスを有する点において共通しており、そ
の発現の仕方の相違とも言えるからである。
　今後は、幼児間の相互行為や仲間づくりにおける3
歳、4歳、5歳の発達的特徴をもとに、幼児に対する理
解を深め、幼児間の相互行為を活性化するための支援
方法の検討に向かいたい。

脚注
（注１）幼児期の相互行為は「身体による相互行為」と称するま

でもなく、身体と身体の体験によって成立する現象である。
このような身体性の視座を、先行研究から一貫して基軸と
し、「身体による（起こる）」とは、身体から発する多様なシ
グナルを総称し、身体の動作、運動のみでなく、表情、発
する言葉や口調、歌うことなどを含めて「周囲や他者にかか
わる主体としての身体全体が為す現象」と位置づけている。

（注2）「模倣された（子ども）」とは、①ある子ども（模倣した
子ども）に、他の子ども（模倣された子ども）と同一の行動
または類似した動きが見られた現象、②模倣された行動と
模倣する子どもの模倣行動が比較的短時間の間隔で見られ
た現象、③模倣された側と模倣した側の関係を繋ぐものが
同一または類似した行為と認められ一連の文脈として捉え
られた現象、と模倣に対しての操作的な基準を定義し、そ
の現象に該当する子どもを対象とした。共鳴や共振という
無意識的な身体相互のやりとりというよりも、複数の幼児
間に起こるまとまりのある行為としての模倣である。また
「模倣」を「まね」と文脈上記述する場合もある。

（注3）「模倣された子どもにもたらされる身体による模倣の機
能」として分類した機能名や定義の記述は、鈴木2）と同一
である。

（注4）3歳児、4歳児、5歳児の発達的特徴の検討は当該園にお
ける同一方法による縦断的な観察（2011〜2013）に依る。
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